
NEP2024 目の活動のウェアラブルセンシング技術の応用事業の開拓

双見京介 (立命館大学 Digital Spirit Lab)• 本事業では、実生活で目の活動を常時センシングできる低費用な技術シー
ズを応用した事業を開拓する。

• 目のヘルスケアや医療やアイウェア機器の分野において、心身状態や疾患の
推定、行動変容や作業支援などを行える基盤技術の事業化を狙う。

• 目のヘルスケアや医療の分野で確認したニーズに対してサービスの有効性や
事業化有望性を確認した後、事業化を進める。

• 市場調査、顧客ニーズ確認
• 技術シーズを実生活利用できる機器と製品の作成、実証実験
• 資金調達、知財戦略、ビジネスモデルや事業計画の構築
• 協力者・関連組織との関係構築
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